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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」
は
、

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
２
０
１
６
年
３
月

ま
で
の
期
間
に
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日

本
企
画
が
管
理
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
駅

お
よ
び
車
両
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
出
さ
れ
た

交
通
広
告
作
品
を
審
査
対
象
と
し
た
交
通

広
告
最
大
の
広
告
賞
で
、
今
年
で
28
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
賞
に
、
当
協
会
は
後
援
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、
協
賛
の
「
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
」「
㈱
東
京
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ

ス
」
と
共
に
交
通
広
告
の
更
な
る
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
作
品
数
は
総
計
１
７
９
２
点
で
、

仲
畑
貴
志
審
査
員
長
を
始
め
と
し
た
８
名

の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、
各
部
門
の
最
優
秀
部

門
賞
５
点
と
優
秀
作
品
賞
25
点
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
賞
１
点
の
計
32
点
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

の
は
、グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
㈱「
ワ

キ
の
多
汗
症
は
、お
医
者
さ
ん
へ
。」で
し
た
。

　

贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
受
賞

広
告
主
・
広
告
会
社
の
皆
様
、
審
査
員
の

方
々
、
プ
レ
ス
関
係
者
、
協
賛
社
を
代
表

し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
常
務
取
締
役
事

業
創
造
本
部
長 

一
ノ
瀬
俊
郎
氏
、
同
執
行

役
員
総
合
企
画
本
部
品
川
・
大
規
模
開
発

グランプリを獲得したグラクソ・スミスクライン㈱スペシャ
リティケア領域マーケティングディレクター内藤寛之様（右）
と㈱ジェイアール東日本企画代表取締役社長原口宰氏（左）

７
月
25
日
（
月
）
に
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」
の

各
受
賞
作
品
の
発
表
お
よ
び
贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
池
袋
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
」

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス
ク
ラ
イ
ン
㈱

「
ワ
キ
の
多
汗
症
は
、
お
医
者
さ
ん
へ
。」
が
受
賞
！

主
催
：
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

グラクソ･スミスクライン株式会社：ワキの多汗症は、お医者さんへ。

グ ラ ン プ リグ ラ ン プ リ
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部
長 

新
井
健
一
郎
氏
、
㈱
東
京
メ
デ
ィ

ア
・
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長 

佐
々
亨

氏
、
当
協
会
会
長 

今
木
甚
一
郎
ら
が
出
席

し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

部門

グランプリ

デジタルメディア部門

車内ポスター部門

駅ポスター部門

サインボード部門

企画部門

JR 東日本賞

「交通広告グランプリ 2016」 受賞作品リスト

広告主

グラクソ ･スミスクライン株式会社

独立行政法人日本スポーツ振興センター  

株式会社栄光

全日本空輸株式会社

KDDI 株式会社

サントリーホールディングス株式会社

キリンビール株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

日本テレビ放送網株式会社

サントリーホールディングス株式会社

キリンビール株式会社

キリンビバレッジ株式会社

サントリーホールディングス株式会社

大塚製薬株式会社

JR グループ

福井市

クラシエフーズ株式会社

株式会社豊田自動織機

株式会社ストライプインターナショナル

赤城乳業株式会社

サントリーホールディングス株式会社

株式会社テレビ東京

株式会社ジュン

公益財団法人東京動物園協会 葛西臨海水族園

株式会社豆魚雷

認定 NPO 法人スペシャルオリンピックス日本・東京

株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント

森永乳業株式会社

株式会社集英社

独立行政法人情報処理推進機構

讀賣テレビ放送株式会社

福島県

作品名

ワキの多汗症は、お医者さんへ。

BIG お金持ち入門

三日坊主にならない篇

15S 旅割プロモーション 大連休篇

みんながみんな英雄。

Song&BOSS

淡麗グリーンラベル イインダヨ！グリーンダヨ！！

企業広告「挑戦シリーズ『オリンピック・パラリンピック』篇」

第 92 回箱根駅伝

HOME MADE STYLE 

グランドキリン

ボルヴィック プラス ビタミン

BOSS 北海道新幹線

見せてやれ、底力。

ふくしまデスティネーションキャンペーン「会いに行こう。福島」

ビューティフク！ FUKUI CITY

FRISK NEO GRAPE

ニッポンのフォークリフト

earth music&ecology 2016 春夏 新宿駅パノラマ広告

BLACK チョコアイスバーレンタイン

集中リゲイン 集中実験・Dr テアニンの挑戦状

金曜 8 時のドラマ「釣りバカ日誌 新入社員 浜崎伝助」

YOU ARE CULTURE.

教えて！葛西臨海水族園

2 さいになったらストライダー

Shoelace Code Poster

「巨人を削って駆逐せよ！ウォール・新宿奪還作戦」

「朝のすっきり小道」

山手線キングダム展

パ＊ス＊ワード 〜もっと強くキミを守りたい〜

二度見確実 !? 変身アート

あなたの思う福島はどんな福島ですか？

賞名

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

【審査員一覧】 敬称略

●審 査 員
　川口 清勝　　　アートディレクター
　十文字 美信　　写真家
　副田 高行　　　アートディレクター
　田中 里沙　　　事業構想大学院大学学長／
　　　　　　　　 株式会社宣伝会議取締役
　前田 知巳　　　コピーライター

 

　原野 守弘　　　クリエイティブディレクター
　新井 健一郎　
　　東日本旅客鉄道株式会社　執行役員　
　　事業創造本部　副本部長（審査会時点）
　　現　東日本旅客鉄道株式会社　執行役員　
　　総合企画本部　品川・大規模開発部長

●審査員長
　仲畑 貴志　　　コピーライター　クリエィティブディレクター
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　デジタルメディア部門　

●最優秀部門賞　独立行政法人日本スポーツ振興センター：BIG お金持ち入門

●優秀作品賞 全日本空輸株式会社：15S旅割プロモーション 大連休篇●優秀作品賞 株式会社栄光：三日坊主にならない篇

●優秀作品賞 KDDI株式会社：みんながみんな英雄。

●優秀作品賞 サントリーホールディングス株式会社：Song&BOSS

●優秀作品賞 キリンビール株式会社：淡麗グリーンラベル イインダヨ！グリーンダヨ！！
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　車内ポスター部門　

●優秀作品賞　日本テレビ放送網株式会社：第92回箱根駅伝

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社：HOME MADE STYLE　

●優秀作品賞　キリンビバレッジ株式会社 : ボルヴィック プラス ビタミン

●優秀作品賞　キリンビール株式会社 : グランドキリン

●最優秀部門賞
　東京海上日動火災保険株式会社：
 企業広告「挑戦シリーズ『オリンピック・
　パラリンピック』篇」

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社：BOSS 北海道新幹線
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　駅ポスター部門　　

●最優秀部門賞　大塚製薬株式会社：見せてやれ、底力。

●優秀作品賞　JRグループ：ふくしまデスティネーションキャンペーン「会いに行こう。福島」

●優秀作品賞　株式会社豊田自動織機：ニッポンのフォークリフト

●優秀作品賞　株式会社ストライプインターナショナル：earth music&ecology 2016春夏 新宿駅パノラマ広告

●優秀作品賞　福井市：ビューティフク！FUKUI CITY

●優秀作品賞　クラシエフーズ株式会社：FRISK NEO GRAPE
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　サインボード部門　

●最優秀部門賞　赤城乳業株式会社：BLACK チョコアイスバーレンタイン

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社：集中リゲイン 集中実験・Drテアニンの挑戦状

●優秀作品賞　株式会社テレビ東京：
 金曜8時のドラマ「釣りバカ日誌 新入社員 浜崎伝助」

●優秀作品賞　株式会社ジュン：
 YOU ARE CULTURE.

●優秀作品賞　株式会社豆魚雷：
2さいになったらストライダー

●優秀作品賞 公益財団法人東京動物園協会 葛西臨海水族園：教えて！葛西臨海水族園
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●優秀作品賞　独立行政法人情報処理推進機構：
　パ＊ス＊ワード　〜もっと強くキミを守りたい〜

　企画部門　　

●最優秀部門賞
　認定NPO法人スペシャルオリンピックス日本・東京：
　Shoelace Code Poster

●優秀作品賞　森永乳業株式会社：「朝のすっきり小道」

●優秀作品賞　株式会社ソニー・インタラクティブエンタテインメント：
　「巨人を削って駆逐せよ！ウォール・新宿奪還作戦」

●優秀作品賞　株式会社集英社：山手線キングダム展

●優秀作品賞　讀賣テレビ放送株式会社：二度見確実!? 変身アート
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第二会場 ｢コミュニケーションゾーン｣

第一会場 ｢車内体験ゾーン｣

第一会場

第二会場 ｢透過型ディスプレイ｣

JR東日本賞　

● JR 東日本賞　福島県：あなたの思う福島はどんな福島ですか？

「交通広告グランプリ 2016」
受賞作品展示会が大盛況のうちに終了！

ピ
ン
グ
」
の
商
品
訴
求
が
な
さ

れ
て
い
た
。

　

今
回
の
受
賞
作
品
は
、
交
通

広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
特
設
サ
イ
ト

（aw
ards.jeki.co.jp

）
で
も
閲

覧
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で

ど
う
ぞ
ア
ク
セ
ス
く
だ
さ
い
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
東
京
に
会
場
を
移
し
て
３
年
目

と
な
る
今
回
も
、
交
通
広
告
の
効

果
を
体
感
で
き
る
展
示
が
実
施
さ

れ
、
広
告
主
・
広
告
会
社
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
方
が
来
場
し
た
。

　

今
年
は
受
賞
作
品
の
展
示
に
加

え
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企

画
が
管
理
・
販
売
す
る
媒
体
の
商

品
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る

第
二
会
場
が
設
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
第
二
会
場
で
は
実
際
の「
ま

ど
上
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
サ
イ
ド
チ
ャ

ン
ネ
ル
・
ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

の
位
置
に
モ
ニ
タ
ー
が
取
り
付
け

ら
れ
る
な
ど
、
Ｅ
２
３
５
系
新
型

車
両
の
車
内
を
体
感
で
き
る
よ
う

な
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
設
置
し
た
展

示
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
他
に
も
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
６
種
類
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
共
に
設
置
さ

れ
た
有
機
Ｅ
Ｌ
を
用
い
た
透
過
型

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
は
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
を
利
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で

「
山
手
線
Ｅ
２
３
５
系
Ａ
Ｄ
ト
レ
イ

ン
・
ビ
ー
コ
ン
・
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
催
す
る
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
１
６
」
の
受
賞
作
品
展
示
会
が
、東
京
駅
に
隣
接
す
る
「
サ

ピ
ア
タ
ワ
ー 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
」
で
８
月

23
日
と
24
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
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「アウトドアライフ」
理事　三宅　裕司（小田急電鉄株式会社）

　

広
告
業
界
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
一
年
余
、
私

の
よ
う
な
若
輩
者
に
寄
稿
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
り
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

自
慢
で
き
る
ほ
ど
の
趣
味
や
特
技
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、長
く
付
き
合
っ

て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
の
話
題
に
つ
い
て
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
く
ア
ウ
ト
ド
ア
、
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
に
つ
い
て

聞
か
れ
る
の
で
す
が
、
多
く
は
そ
の
“
非
日
常
性
”

に
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
山
間
部
で
、
チ
ェ
ア
に
身
を
沈
め
て

雑
念
を
払
う
と
、
空
気
の
揺
ら
ぎ
や
、
野
鳥
の
鳴

き
声
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
せ
せ
ら
ぎ
・・・
、
様
々

な
“
音
”“
動
き
”

が
次
第
に
大
き
く
、

そ
し
て
数
多
く
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、

よ
ほ
ど
多
く
の
機

材
を
持
ち
込
め
ば

別
で
す
が
、
基
本

的
に
は
自
然
の
な

か
で
は
日
常
の
利
便
性
か
ら
は
離
れ
た
、
平
た
く

言
え
ば
不
便
な
環
境
で
面
倒
な
行
動
を
強
い
ら
れ

る
の
で
、
限
ら
れ
た
条
件
の
な
か
で
、
色
々
と
試

し
た
り
、
協
力
し
あ
っ
た
り
、
試
行
錯
誤
や
創
意

工
夫
を
繰
り
返
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
課
題
を
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
は
、
本
来
人
間
が
持
っ
て
い

る
様
々
な
感
覚
の
鋭
利
さ
や
、
創
造
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。
気
候
の
変
化
や
四
季

の
移
り
変
わ
り
を
、
視
覚
だ
け
で
な
く
、
五
感
を

フ
ル
活
用
し
て
、
そ
こ
で
過
ご
す
術
を
学
ぶ
の
で
、

こ
の
体
験
と
感
動
は
、
日
常
と
は
異
な
る
記
憶
の

襞
に
、
と
て
も
深
く

刻
ま
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
が
家
の
子
供

た
ち
は
、
ま
だ
歩
け

な
い
頃
か
ら
家
内
と

キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て

い
っ
た
の
で
、
幼
い
頃

は
芝
生
の
上
で
転
げ

ま
わ
っ
た
り
、
外
遊
び
が
大
好
き
で
し
た
。
長
女

が
中
学
生
に
な
る
と
、
部
活
の
関
係
で
頻
度
は
減

り
ま
し
た
が
、
何
と
か
予
定
を
あ
わ
せ
て
キ
ャ
ン

プ
に
出
か
け
、
夕
食
後
は
家
族
４
人
で
焚
き
火
を

囲
み
、
学
校
で
の
様
子
や
将
来
の
夢
、
私
が
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
か
な
ど
、
普
段
は
な
か
な
か

話
せ
な
い
こ
と
を
語
り
合
い
、
家
族
の
絆
を
深
め

る
貴
重
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家

族
の
う
ち
、
男
性
は
私
だ
け
で
、
力
仕
事
や
用
具

の
取
り
扱
い
は
お
手
の
物
な
の
で
、
父
親
と
し
て

の
威
厳
を
保
つ
い
い
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

食
事
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ほ
か
に
、
キ
ャ
ン
プ

用
具
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
で
欠
か
せ
な

い
グ
ッ
ズ
の
一
つ
に
、
照
明
器
具
の
ラ
ン
タ
ン
が
あ

り
ま
す
。
便
利
な
電
池
式
も
あ
り
ま
す
が
、
ガ
ス

や
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
す
る
ラ
ン
タ
ン
の
灯
り
は
、

一
味
違
っ
た
雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。
電
球
に
例
え

る
と
フ
ェ
ラ
メ
ン
ト
の
役

割
を
果
た
す
“
マ
ン
ト

ル
”
と
言
う
ネ
ッ
ト
状
の

繊
維
を
焼
い
て
、
炭
化

さ
せ
る
な
ど
の
手
間
が
か

か
る
の
で
す
が
、
こ
う
し

た
作
業
が
ま
た
面
白
い
。

休
日
に
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ブ

ラ
シ
を
使
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
ひ
と
時
は
、
楽

し
い
で
す
よ
。
な
か
な
か
キ
ャ
ン
プ
に
行
け
な
い
時

は
、
庭
に
焚
き
火
台
や
三
脚
を
持
ち
出
し
て
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
で
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
を
作
っ
た
り
、
グ

リ
ル
料
理
を
家
族
や
友
人
に
振
舞
っ
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ス
タ
イ
ル
も
多
様

化
し
て
い
ま
す
。一
例
と
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
。“
グ

ラ
マ
ラ
ス
”
と
“
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
”
を
掛
け
合
わ

せ
た
造
語
で
、
テ

ン
ト
や
食
事
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
、

ホ
テ
ル
や
宿
泊
施

設
が
提
供
し
、
自

然
環
境
の
な
か
で

高
級
ホ
テ
ル
並
み

の
快
適
さ
や
サ
ー

ビ
ス
を
体
験
す
る

と
い
う
、
贅
沢
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
。
今

年
は
全
国
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
施
設
が
次
々
と
開

業
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
気
軽
に
自
宅
で
楽
し
む

“
ベ
ラ
ン
ダ
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
”
と
い
う
新
た
な
ジ
ャ

ン
ル
も
派
生
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
デ
ビ
ュ
ー
、
い
か
が
で
す
か
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

家の庭でダッヂオーブン

テントとリビングシェル ローストチキン

炭火ＢＢＱグリルランタン
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西日本鉄道・大牟田駅

京阪電鉄・淀屋橋駅

名古屋鉄道・金山駅

都営地下鉄・戸越駅

小田急電鉄・唐木田駅

の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

さ
ま
へ
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
回
目
の
節
目
と
な
る
今
回
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
ポ
ス
タ
ー
に
10 

th
の
ロ
ゴ
を

使
用
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
チ
ー
に
、

夏
休
み
の
旅
行
や
通
勤
途
中
の
鉄
道
の
駅

構
内
や
車
内
で｢

エ
キ
か
ら
エ
コ
。｣

の
ポ

ス
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
、
多

く
の
方
の
目
に
留
ま
っ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
留
め
て
、

今
自
分
が
し
て
い
る｢

エ
コ
」、
少
し
風
化

し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る｢

エ
コ
」、
な

ど
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
り
、
ご
家
族

や
お
友
達
と
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

10
年
の
積
み
重
ね
に
な
っ
た
の
で
は
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
地
下
鉄
を
含
む

35
社
の
鉄
道
会
社
を
は
じ
め
、
関
係
す
る

ハ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
広
告
会
社
、

掲
出
撤
去
作
業
会
社
の
ご
協
力
に
よ
り
、

延
べ
50
万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
す
る
こ

10 回目の「エキからエコ。」にご協力をありがとうございました
 

第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告

　

今
年
も
８
月
１
日（
月
）～
31
日

（
水
）の
１
か
月
に
わ
た
り
、
区
切

り
の
10
回
目
を
迎
え
た
地
球
温
暖

化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、

無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
当
初
、
関
東
で
は

水
源
地
の
降
雨
量
が
少
な
く
水
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
台
風
の
影

響
で
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
っ
た
た

め
、
ど
う
や
ら
そ
の
問
題
は
解
消

さ
れ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
残
念

な
こ
と
に
、
例
年
は
夏
休
み
の
観

光
で
に
ぎ
わ
う
北
海
道
で
は
、
立

て
続
け
に
襲
っ
た
台
風
か
ら
発

生
し
た
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫

も
相
次
ぎ
、
観
光
客
が
孤
立
し
た

り
、
東
北
地
方
で
も
同
じ
よ
う
に

堤
防
が
決
壊
に
よ
る
深
刻
な
被
害

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
制
作
も
、
著
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
皆
さ
ま
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
に
快
く
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

改
め
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
係
し
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
、
深
く
謝
意

と
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
駅
や
車
内

で
撮
影
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
を
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
じ
て｢

エ
キ
か
ら
エ
コ｣

。
の

情
報
を
共
有
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も

「
ま
た
今
年
も
…
」｢

毎
年
恒
例
…｣

と
い
っ

た
表
現
が
目
に
つ
き
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

鉄
道
利
用
者
の
方
に
も
す
っ
か
り
定
着
し

た
よ
う
で
す
。

　

以
下
は
そ
の
一
部
で
す
。

・
み
な
さ
ん
、
エ
キ
か
ら
エ
コ
で
す
よ
！

が
お
ー
！
（
虎
）

・
調
べ
た
ら
「
エ
キ
か
ら
エ
コ
」
ポ
ス

タ
ー
っ
て
随
分
昔
か
ら
続
け
て
る
ん
ね
。

・
エ
キ
か
ら
エ
コ
の
広
告
好
き

・
こ
の
広
告
の
彫
刻
に
似
た
作
風
の
彫
刻

見
た
こ
と
あ
ん
な
～
と
思
っ
た
ら
、
ホ
ピ

セ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
彫
刻
を
作
製
さ

れ
た
宮
田
亮
平
先
生
で
は
な
い
か
。

・
宮
田
亮
平
さ
ん
の
中
吊
り
ま
た
み
れ
た

・
日
輪
と
平
成
の
虎　

大
津
英
敏
の
あ
の

ポ
ス
タ
ー
ほ
し
い
。

・
毎
年
恒
例
の
４
作
家
に
よ
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ

Ａ
の
ポ
ス
タ
ー
。
日
比
野
克
彦
は
何
を
描

い
た
ん
だ
…
？
？

・
メ
イ
ン
の
絵
が
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

す
ぎ
て
何
が
言
い
た
い
こ
と
か
即
座
に
判

然
と
し
ま
せ
ん
が
、｢

考
え
さ
せ
る｣

自
体

が
目
的
の
よ
う
で
す
ね
。

・
最
近
、
電
車
移
動
の
際
に
こ
の
絵
を
見

か
け
る
。
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

中
に
連
れ
て
行
か
れ
る
よ
う
に
、
見
入
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
お
話
が

か
け
そ
う
な
ほ
ど
に
。
宮
田
亮
平
さ
ん
の

作
品
。
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JR 九州・姪浜駅

阪急電鉄・梅田駅

JR 東海・名古屋駅デジタルサイネージ

東京メトロ・銀座駅

JR 東日本・新潟駅

JR 四国・高知駅

JR 西日本・大阪駅デジタルサイネージ

横浜高速鉄道・横浜駅

西武鉄道・所沢駅

JR 東日本・あおば通駅

近畿日本鉄道・大阪難波駅

名古屋市交通局・栄駅

東京モノレール・中づり

東武鉄道・池袋駅

JR 北海道・札幌駅
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● 

支 

部 

便 

り 

●

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
、
５
月
25
日
（
火
）
北
海
道
支
部

（
幅
口
堅
二
支
部
長
）
で
は
、
平
成
28
年
度

北
海
道
支
部
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
「
桂
の
間
」

に
支
部
会
員
社
20
社
中
（
賛
助
会
員
２
社

含
む
）
16
社
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
最
初
に
幅
口
堅
二
支

部
長
（
㈱
北
海
道
ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
代
表
取
締
役
社
長
）
よ
り
「
３

月
26
日
に
北
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
た
。

今
年
度
は
新
幹
線
の
旅
客
状
況
を
勘
案
し

た
広
告
展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
」と
の
提
案
が
あ
っ
た
。ま
た
、

「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
北
海
道
支
部
会
員
各
社
の
一

層
の
ご
尽
力
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
以
下
の
議
案
に
つ
い
て
の
審
議

を
行
い
、
満
場
一
致
全
て
原
案
通
り
承
認

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
27
年
度
事
業
報
告

・
平
成
27
年
度
決
算

・
平
成
28
年
度
事
業
計
画

・
平
成
28
年
度
予
算

　

ま
た
、
会
計
監
査
報
告
は
札
幌
駅
総
合

開
発
株
式
会
社
部
長
森
下
氏
、
株
式
会
社

コ
ウ
セ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
代
表

取
締
役
木
村
氏
が
行
い
、
木
村
氏
よ
り
問

題
無
い
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
18
社
よ
り
46
名

が
参
加
し
、
支
部
会
員
の
親
睦
を
深
め
て

い
た
。

北
海
道
支
部

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
４
日
（
月
）、
首
都
圏
支
部
（
原
口

宰
支
部
長
）
で
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ
テ

ル
富
士
の
間
に
お
い
て
、
会
員
社
１
１
５

社
中
93
社
（
内
本
人
出
席
46
社
、
委
任
状

に
よ
る
出
席
47
社
）
が
参
加
し
、
平
成
28

年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
首
都
圏
支
部
総
会
を
開

首
都
圏
支
部

催
し
ま
し
た
。

　

原
口
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
27
年

度
事
業
報
告
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、

す
べ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
株
式

会
社　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部
長

　

小
出
誠
氏
を
お
招
き
し
、｢

資
生
堂
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略｣

と
題
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
、
会
員
の
皆
さ
ま
は
熱
心

に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
和
や
か
に
歓
談
さ
れ
親
睦
を
深
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

四
国
支
部
（
田
中
善
一
郎
支
部
長
）
は
、

６
月
27
日
（
月
）
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
高
松
「
マ
ー
レ
」
に
お
い
て
、
平
成
28

年
度
四
国
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
開
催
日
：
６
月
27
日
（
月
）

○
会
場
：
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

20
Ｆ
「
マ
ー
レ
」

○
出
席
会
員
数
：
14
名
（
本
人
出
席
７
名
、

代
理
人
出
席
５
名
、
委
任
状
出
席
２
名
）

○
議
題 

①
平
成
27
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
平
成
27
年
度
決
算
に
つ
い
て

③
平
成
28
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

④
平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

⑤
公
益
社
団
法
人
日
本
鉄
道
広
告
協
会
四

国
支
部
会
則
改
正
に
つ
い
て

⑥
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
以
上
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
満
場
一
致

で
了
承
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
四
国
支
部
は
、
例
年
と
同
様
、

支
部
交
流
会
の
開
催
、
視
察
研
修
会
の
開

催
、
本
部
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
研
修
会
を
収

録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
会
の
実
施
、
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
員
社

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
国
支
部

幅口社長

セミナー
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【
支
部
総
会
】　

15
時
00
分
～

■
報
告
事
項

⑴
平
成
27
年
度
活
動
報
告
及
び
収
支
に
つ

い
て

⑵
平
成
28
年
度
首
都
圏
支
部
幹
事
に
つ
い

て
⑶
平
成
28
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て

【
セ
ミ
ナ
ー
】　

16
時
00
分
～

■
講
師　

資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部

長　

小
出
誠
氏

■
演
題　

｢

資
生
堂
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
戦
略｣

【
懇
親
会
】　

17
時
30
分
～

た
り
と
い
う
冷

厳
た
る
現
実
が

あ
る
中
で
は
、

メ
デ
ィ
ア
間
で

競
争
が
あ
り
パ

イ
を
大
き
く
増

や
す
こ
と
が
大

変
難
し
い
で
す
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で

す
が
、
紙
の
メ
デ
ィ
ア
、
活
字
の
メ
デ
ィ

ア
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
中
、
交
通
広
告

は
未
だ
に
、
特
に
鉄
道
広
告
は
鉄
道
に
人

が
集
ま
る
と
い
う
先
進
国
の
中
で
は
特
異

な
日
本
の
国
情
を
反
映
し
て
ま
だ
ま
だ
検

討
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
日
お
集
ま
り

い
た
だ
い
て
い
る
各
社
の
ご
努
力
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
健
闘
し
て

い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
行
き
先
が

明
る
い
、
或
い
は
右
肩
上
が
り
に
な
る
と

い
う
こ
と
を
断
言
で
き
る
方
は
こ
の
席
に

だ
れ
も
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
そ
の
メ
デ
ィ
ア
間
の
競
争
の
中

で
交
通
広
告
が
生
き
残
っ
て
い
く
、
そ
し

て
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
媒
体
社
と

し
て
魅
力
あ
る
商
品
を
ど
う
作
る
の
か
と

い
う
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

原
口
支
部
長
挨
拶

　

約
１
週
間
前
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
本
部
の

総
会
が
あ
り
、
そ
の
時
に
は
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
と
い
う
、
あ
の
思
い
が
け
な
い

結
果
が
１
番
の
話
題
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
１
週
間
後
で
す
か
ら
同
じ
こ
と

が
話
題
に
な
る
の
だ
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
ら
、
今
度
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で

テ
ロ
が
あ
り
、
明
ら
か
に
日
本
人
も
標

的
に
な
る
と
い
う
、
誠
に
他
人
事
で
は

な
い
大
変
な
事
態
が
起
き
て
お
り
ま
す
。

１
週
間
た
た
な
い
間
に
世
界
が
色
々
大

き
く
動
く
と
い
う
本
当
に
激
動
の
時
代

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
、
い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
世
界
の
情
勢
が

非
常
に
厳
し
い
中
で
日
本
へ
の
影
響
と

い
う
の
は
な
か
な
か
楽
観
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
広
告

業
、
或
い
は
媒
体
を
管
理
し
て
い
る
そ

れ
ぞ
れ
の
各
社
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

ど
う
し
て
も
世
間
の
情
勢
、
特
に
経
済

情
勢
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
各
企
業
が
ま
ず
切
っ
て
く
る
の
は

交
際
費
で
あ
っ
た
り
、
広
告
費
で
あ
っ

と
の
窓
口
を
つ
と
め
る
各
社
が
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
が
メ
デ
ィ
ア
を
選
ぶ
と
き
に

交
通
広
告
を
是
非
選
ん
で
み
よ
う
と
、

交
通
広
告
も
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
中

に
入
れ
よ
う
と
も
う
１
回
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
そ
う
い
う
営
業
活
動
が

不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
は
い
う
ま
で
も

な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ

Ａ
と
い
う
組
織
は
そ
の
大
同
団
結
の
た

め
に
作
ら
れ
た
全
国
組
織
で
あ
り
、
総

会
の
席
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
こ
の

首
都
圏
支
部
と
い
う
の
は
そ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
大
き
さ
か
ら
し
て
も
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
い
ま
す
か
、
数
字
と

し
て
は
１
番
大
き
な
圧
倒
的
な
大
き
さ

の
も
の
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

私
ど
も
が
が
ん
ば
っ
て
数
字
を
あ
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
責
務
を
負
っ
て

い
る
か
と
存
じ
ま
す
。
私
も
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
お
力
添
え

を
受
け
ま
し
て
業
界
全
体
がw

in-w
in

に
な
り
大
き
く
な
り
ま
す
よ
う
に
粉
骨

砕
身
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
ま
た
こ
の
１
年
間
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

挨拶する原口支部長

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
山
本
章
義

支
部
長　

㈱
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役
社
長
）
で
は
、
７

月
６
日
（
水
）、
大
阪
駅
ノ
ー
ス
ゲ
ー
ト
ビ

ル
ラ
グ
ナ
ヴ
ェ
ー
ル
プ
レ
ミ
ア
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
山
本
支
部
長
よ
り
次

ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

【
支
部
総
会
】

審
議
事
項

①
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

②
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

が
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

支部総会で挨拶する山本支部長
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報
告
事
項
と
し
て
、
支
部
長
の
委
嘱
変

更
及
び
支
部
事
務
局
担
当
者
変
更
・
代
表

者
変
更
・
入
会
・
退
会
及
び
支
部
会
員
数
と
、

「
第
10
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
あ
り
ま
し
た
。

【
セ
ミ
ナ
ー
】

　

総
会
終
了
後
、
同
会
場
に
、
近
畿
大
学

教
授　

高
橋
一
夫
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
40
社
66
名
の
会
員
の
皆
さ
ま

は
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
タ
イ
ト
ル
】

『
地
方
創
生
時
代
の
関
西
の
観
光
ト
ピ
ッ
ク
ス
』

【
セ
ミ
ナ
ー
サ
マ
リ
ー
】

　

関
西
で
は
今
後
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ヤ
ー

に
向
け
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
官

公
庁
か
ら
の
交
付
金
等
を
活
用
し
て
行
わ

れ
る
事
業
が
あ
る
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
東

大
阪
市
や
神
戸
市
で
準
備
が
進
ん
で
い
る
。

東
大
阪
市
で
は
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
未
来
活

性
化
委
員
化
が
設
立
さ
れ
、
名
実
と
も
に

日
本
ラ
グ
ビ
ー
の
拠
点
と
な
る
た
め
Ｗ
杯

の
成
功
は
も
と
よ
り
、
東
大
阪
固
有
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
な
ど
を
目
的
に
、

地
元
で
の
観
光
交
流
や
地
方
創
生
と
結
び

つ
け
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
で
も

自
治
体
は
動
き
出
し
て
い
る
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
内
閣
府
よ
り
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

推
進
が
図
ら
れ
、
国
か
ら
の
財
政
措
置
も

あ
る
た
め
第
１
次
で
44
か
所
、
第
２
次
で

47
か
所
の
自
治
体
登
録
が
あ
り
、
す
で
に

成
果
を
出
し
て
い
る
所
も
あ
る
。
自
治
体

は
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
、
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ガ
シ
ー
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

２
０
２
１
は
、
選
手
が
オ
ー
プ
ン
参
加
型

で
、
滞
在
期
間
や
同
行
者
も
多
い
た
め
費

用
対
効
果
も
高
く
、
競
技
会
場
の
誘
致
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
経
済
産
業
省
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
が
生
み
出
す
周
辺
産
業
へ
の
波
及

効
果
や
国
の
成
長
に
貢
献
す
る
潜
在
力
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
幅
広
く
と
ら
え

た
産
業
政
策
を
展
開
し
て
い
く
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
を
目
指
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
産

業
の
進
化
に
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が

期
待
さ
れ
る
。

　

Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）
の
誘
致

で
、
関
西
で
は
大
阪
市
・
泉
佐
野
市
・
和

歌
山
市
が
手
を
あ
げ
て
い
る
。
懸
念
さ
れ

る
リ
ス
ク
は
海
外
事
例
を
参
考
に
し
て
対

策
を
講
じ
な
が
ら
開
発
エ
リ
ア
（
自
治
体
）

と
事
業
者
（
民
間
）
を
選
定
し
て
い
く
が
、

選
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
短
縮
の
動

き
を
見
せ
て
い
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
環
境
の
変
化
に
よ
り
従

来
型
観
光
振
興
は
限
界
が
き
て
お
り
、
観

光
振
興
の
進
め
方
、
財
源
負
担
、
役
割
な
ど

の
事
業
開
発
を
つ
く
る
提
案
が
必
要
で
あ

る
。
今
後

の
ツ
ー
リ

ズ
ム
ビ
ジ

ネ
ス
の
牽

引
役
の
一

つ
、
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
自
治

体
と
民
間

事
業
者
に

よ
る
観
光

ビ
ジ
ネ
ス

共
同
体
）

懇親会

セミナー

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。
今
後
は
堅

調
に
伸
び
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
メ

デ
ィ
ア
の
伸
び
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、「
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
鉄
道
利
用
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
継
続
的
取

り
組
み
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
情
報
の
収
集
と

共
有
化
に
よ
り
鉄
道
媒
体
の
付
加
価
値

向
上
、鉄
道
広
告
に
関
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
デ
ー
タ
の
整
備
・
提
供
に
よ
る
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
当
支
部
に
お
き
ま
し
て

も
、
会
員
各
社
、
並
び
に
、
本
部
と
の

強
い
連
携
に
よ
り
事
業
躍
進
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

山
本
支
部
長
挨
拶

　

昨
年
度
の
日
本
の
経
済
は
、
緩
や
か

な
が
ら
景
気
回
復
に
向
か
い
つ
つ
あ
り

ま
し
た
が
、
昨
年
半
ば
以
降
の
中
国
は

じ
め
新
興
国
経
済
の
顕
著
な
減
速
、
長

引
く
中
東
情
勢
悪
化
、
昨
今
の
英
国
Ｅ

Ｕ
離
脱
な
ど
、
混
沌
と
し
た
国
際
情
勢

の
影
響
を
受
け
、
円
高
株
安
な
ど
、
景

気
の
回
復
が
遅
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

広
告
業
界
で
は
、
平
成
27
年
度
の
日

本
の
総
広
告
費
は
辛
う
じ
て
前
年
実
績

を
超
え
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
を
除
く
と
、
マ
ス
４
媒
体
ほ
か
軒

並
み
減
少
す
る
結
果
と
な
り
、
鉄
道
広

告
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
前
年
並
み
な
が
ら
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は
、
観
光
地
経
営
を
担
う
専
門
性
の
高
い

組
織
と
し
て
、
官
と
民
の
新
た
な
役
割
分
担

や
民
間
人
材
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
安
定

財
源
の
確
保
を
行
い
、
域
内
外
か
ら
の
誘
客
、

消
費
拡
大
、
所
得
・
雇
用
・
税
収
の
確
保
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
出

席
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ま
が
和
や
か
に
親

睦
を
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

よ
り
、
本
総
会
が
成
立
。
続
い
て
、
支
部

運
営
規
則
第
14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事

務
局
よ
り
株
式
会
社
オ
リ
コ
ム
名
古
屋
支

社　

有
吉
英
明
支
社
長
が
議
長
に
選
出
、

指
名
さ
れ
、
以
下
の
５
つ
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
」

及
び
第
２
号
議
案
「
平
成
27
年
度
決
算
」

に
つ
い
て

第
３
号
議
案
「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
」

に
つ
い
て

総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

中
部
支
部
（
阿
久
津
光
志
支
部
長
）
は
、

７
月
19
日
（
火
）
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス

名
古
屋
逓
信
会
館
６
階
「
菊
の
間
」
に
お

い
て
、
支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

○
日
時
：
平
成
28
年
７
月
19
日
（
火
）

○
会
場
：
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
名
古
屋

逓
信
会
館　

６
階
「
菊
の
間
」

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：

　

支
部
総
会
：
17
時
15
分
～
17
時
45
分

　

セ
ミ
ナ
ー
：
15
時
00
分
～
17
時
00
分

　

懇
親
会
：
18
時
00
分
～

　

総
会
は
、
支
部
会
員
35
社
の
う
ち
31
社

が
出
席
（
本
人
出
席
28
社
、
委
任
状
出
席

３
社
）、
支
部
運
営
規
則
第
15
条
の
規
定
に

第
４
号
議
案
「
平
成
28
年
度
予
算
」
に
つ

い
て

第
５
号
議
案
「
役
員
選
任
」
に
つ
い
て

　

事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
会

計
責
任
者
の
株
式
会
社
近
宣
名
古
屋
支
社

　

井
野
口
聡
司
支
社
長
よ
り
監
査
の
結
果

問
題
が
な
い
と
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
今

回
、
支
部
役
員
の
改
選
期
で
あ
っ
た
が
、

満
場
一
致
に
て
全
役
員
留
任
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、

議
長
が
本
総
会
で
の
目
的
事
項
を
全
て
終

総会

中
部
支
部

者
に
直
接
的
に
訴
求
で
き
る
と
い
う
交

通
広
告
の
強
み
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

名
古
屋
駅
周
辺
で
は
大
名
古
屋
ビ
ル

ヂ
ン
グ
、
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
が
開
業
し
、
そ

し
て
い
よ
い
よ
Ｊ
Ｒ
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
が

開
業
す
る
。
ま
た
、名
古
屋
駅
に
は
様
々

な
交
通
機
関
が
集
中
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
の
開
業
を
契
機
に
、
Ｊ

Ｒ
は
勿
論
の
こ
と
、
名
古
屋
市
営
地
下

鉄
、
名
鉄
、
近
鉄
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ

て
い
る
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
、
そ
し
て
名

古
屋
が
全
国
で
最
も
活
力
の
あ
る
地
区

で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
発
信
し
て

い
く
こ
と
が
媒
体
社
と
し
て
の
重
要
な

役
割
だ
と
思
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
会

員
各
社
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

阿
久
津
支
部
長
挨
拶

　

本
部
総
会
が
６
月
28
日
、
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
（
池
袋
）
に
て
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
本
部
総
会
後
に
、
技
術
開

発
委
員
会
に
よ
る「
交
通
広
告
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
連
携
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。「
電
車
の
中

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
っ
て
い
る

人
が
多
く
、
そ
の
よ
う
な
人
は
交
通
広

告
を
見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
漠
然
と
し
た
印
象
を
持
た
れ
る
と

思
う
が
、
調
査
で
は
、
む
し
ろ
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
い
る
人
た
ち
の

方
が
交
通
広
告
を
視
認
し
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
り
、
交
通
広
告
と
モ
バ
イ

ル
と
の
親
和
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
今
後
は
交
通
広
告
と
モ
バ
イ
ル
双

方
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る

交
通
広
告
の
発
展
が
見
込
ま
れ
る
。

　

世
間
に
目
を
向
け
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の

Ｅ
Ｕ
離
脱
が
あ
っ
た
よ
う
に
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
状
況
下
に
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
消
費
者

に
密
着
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
地
位
を
確

立
し
て
い
る
交
通
広
告
の
存
在
価
値
が
改

め
て
認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
る
。

デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の

開
発
に
よ
り

交
通
広
告
は

変
わ
り
つ
つ

あ
る
が
、
交

通
機
関
を
利

用
す
る
消
費

阿久津支部長
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了
し
た
こ
と
を
宣
言
し
、
中
部
支
部
平
成

28
年
度
定
期
総
会
は
閉
会
と
な
っ
た
。

　

支
部
総
会
の
前
に
、
同
会
場
に
て
、
株

式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
推
進
セ
ン
タ
ー
長　

山
本 

孝
氏
、
同
社　

駅
消
費
研
究
セ
ン

タ
ー
長
加
藤 

肇
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
リ
ア
に
お
け
る
交
通
広
告

の
展
開
と
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
ト
レ

ン
ド
」、「
移
動
者
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら

見
た
交
通
広
告
・
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
可
能
性
」
と
い
う
演
題
で
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
、
28
社
よ
り
88
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

山
本
氏
の
講
演
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
現
状
・
展
開
事
例
か
ら
２
０
２

０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
果
た
す
役
割
に
至

る
ま
で
、
媒
体
社
の
立
場
に
立
っ
た
内
容

が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
方
、
加
藤
氏
の
講

演
で
は
、
移
動
者
（
消
費
者
）
に
主
眼
を

置
き
、「
駅
消
費
」
の
実
態
や
そ
の
背
景
に

潜
む
消
費
イ
ン
サ
イ
ト
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
ま
た
移
動
者
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
事
例
を
交
え
た
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

媒
体
社
、
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
現
状
か
ら
今

後
の
可
能
性
に
つ
い
て
理
解
促
進
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
実
務
に
活
か
せ
る
非
常

に
興
味
深
い
講
演
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、

参
加
者
は
皆
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

支
部
総
会
終
了
後
に
同
会
場
に
て
、
28

社
61
名
が
参
加
し
て
懇
親
会
を
行
っ
た
。

副
支
部
長
の
株
式
会
社
電
通
名
鉄
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ　

伊
藤
淳
五
代
表
取
締

役
社
長
の
挨
拶
・
乾
杯
に
始
ま
り
、
東
海

廣
告
株
式
会
社　

髙
橋
公
比
古
代
表
取
締

役
社
長
の
中
締
め
に
て
終
了
。
出
席
し
た

支
部
会
員
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
親
睦
を
深
め
て
い
た
。

懇親会であいさつする伊藤淳五副支部長

セミナー

委
員
会
便
り

人
材
育
成
委
員
会

「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論 

別
冊

広
告
業
界
の
動
向 

平
成
27
年

（
２
０
１
５
年
１
月
～
12
月
）」
を

発
行
し
ま
し
た
。

　

人
材
育
成
委
員
会
（
小
野
寺
忠
之
委
員

長
）
で
は
、「
交
通
広
告
実
務
研
修
」
な
ど

で
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
「
交
通
広
告

ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」（
２
０
１
４
年
発
行
）
の

別
冊
版
と
し
て
「
広
告
業
界
の
動
向 

平
成

27
年
（
２
０
１
５
年
１
月
～
12
月
）」
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス

概
論
」
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
な

ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

２
０
１
６
年
８
月
31
日
発
行

Ａ
４
サ
イ
ズ　

12
ペ
ー
ジ　

４
色

交通広告ビジネス概論 別冊

広告業界の動向
 平成27年（2015年1月～12月）
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